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農畜産物の取引手法の改善に関する研究
研究の概要・特徴
　近年、農畜産物や食料の市場が大きく変化している。農家・農協による販売ルートや食品産業による仕入ルートが多様化している。
　こうした市場の変化に対応して、有利販売を行うためには、需要創出、販路開拓、需給調整といった取引手法をどのように改善したらよい
かを研究している。
　産地における農畜産物の販売においては、基本的には産地化による大量販売が重要であり、消費者・実需者のニーズに対応するためには、
どのような産地体制の整備が必要かの分析を行っている。とくに共同販売の仕組み、用途別販売のあり方に重点をおいている。
　十分に差別化された製品であれば、ブランド化によって高価格販売を目指すことができる。６次産業化による農産加工品の開発によって有
利販売が可能となる

   

産業界等へのアピールポイント（用途・応用例等）
・農家、農協などが、系統共販を中心としつつも、加工品の販売など、部分的に独自販売をめざすとのきの戦略の策定に利用できる。
・食品製造業において、原料の仕入の際に、産地とどのような関係を構築するかの戦略の策定に利用できる。
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